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別 紙

会議の概要及び結果

それでは、ただいまから行財政改革・グローバル戦略特別委員会を開きます。志村委員長

付託事件につきまして、これから調査をいたします。

それでは、総務部所管の２項目について、まず調査を行います。

県有財産総合経営計画について、執行部から説明をお願い申し上げたいと思います。

冒頭、私から簡単にきょうの概要ですけれども、本日は２件、１つは県有島田総務部長

財産総合経営計画（案）の説明、それからもう１つは、昨年１０月１５日に所管事務調査

をしていただきました。その関連で、県立学校関係ということで、きょうは教育委員会教

育財務課からご説明をさせていただきます。

県有財産の利活用の推進につきましては、行財政改革における歳入確保策の１つといた

しまして、積極的に取り組んでいるところであります。

きょうのご議論も踏まえまして、なお一層、積極的に取り組んでまいりたいと思います

ので、どうぞよろしくお願いします。

詳細については、担当室長から説明を申し上げます。

お手元にお配りしております県有財産総合経営計画（案）につきま牧県有財産経営室長

して、ご説明いたします。

１ページ目をお開き願います。

まず、第１のこれまでの取り組みと成果でございますが、昨年１０月、本委員会で説明

しておりますので省略させていただきますが、１番下の表にありますとおり、今現在取り

組んでおります新県有財産利活用推進計画、７カ年計画で行っております。現在、平成２

７年度につきましても、県有財産の利活用について取り組んでいるところでございまして、

目標額達成に向けて順調に進んでいるということをご報告させていただきます。

次に、２ページ目をお開き願います。

第２の計画の基本方針についてでございますが、新長期総合計画を支える行財政基盤の

強化を図るため、昨年１０月に策定した行財政改革アクションプランの取り組みの１つで

ある資産マネジメントの強化や、公共施設等の管理について基本的な考え方を示した公共

施設等総合管理指針に基づき、用途廃止等を行った普通財産の積極的な利活用を図りまし

て、経営資源である県有財産を総合的にマネジメントすることによって、将来を見据えた

持続可能な行財政基盤の確立を図るものとしております。

計画の期間につきましては、次の３ページの中ほどにありますとおり、平成２８年度か

ら長期総合計画の中間見直し年であります平成３１年度までの４カ年としております。

利活用等の基本的な考え方につきましては、３ページに載っておりますけれども、簡単

にまとめた資料がございますので、４ページをお開きください。

参考というところにフローを載せております。

まず、未利用となった各部局所管の県有財産につきましては、総務部長を委員長とし、

教育庁、警察本部を含む庁内各部局の審議監等で構成する県有財産利活用等検討委員会に

おきまして、県内部での活用があるか、なければ売却か貸し付けかの処分の方針を決定い
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たします。

売却では、財産が所在する地元市町村での利活用を優先いたしまして、取得要望がなけ

れば、一般競争入札等によりまして民間へ売却することとしております。また、売却まで

の一時貸し付けや地域特性に応じた中・長期貸し付けなども実施してまいります。

次に、５ページをお開き願います。

第５具体的な取り組みでございます。

まず、第１の未利用財産の売却の促進として、境界確認など計画的に条件整備を行うと

ともに、関係機関との連携や目につく広報活動等に積極的に取り組んでまいります。

また、新たに閉校となる学校や使用しない学校農場を初め、旧県立三重病院などのおお

むね約５千平米以上の大型物件について、重点的に取り組んでまいります。

なお、７万平米を超える広大な敷地面積を有します旧県立三重病院につきましては、利

活用の状況によっては地域に与える影響が懸念されますので、地元自治体と連携し、プロ

ポーザル方式による公募受付を検討してまいりたいというふうに考えております。

次に、６ページをお開き願います。

２の売却以外の利活用策としまして、地方機関の庁舎等の空きスペースの活用とか、７

ページにありますとおり、財産が所在する地域特性等から、駐車場用地や定期借地など、

中・長期の貸し付けなども実施してまいります。

次に、９ページをお開き願います。

３その他の取り組みといたしまして、（１）の民間活用等による売却の促進を図ってま

いります。

新たな取り組みといたしまして、長期にわたり売却に至らない物件につきましては、宅

建業者による売却可能性調査を実施するとともに、物件の利用用途に即した査定価格に基

づく入札を実施することで、新たな需要の掘り起こしを行ってまいりたいと考えておりま

す。

また、１０ページの上になりますけれども、（４）については公社の見直し等も行って

いきたいというふうに考えております。

計画の進行管理につきましては、庁内委員会で進行管理を行うほか、学識経験者、金融

機関、宅建業界、不動産鑑定士の外部有識者から専門的助言を受け、毎年度ＰＤＣＡを着

実に回し、実効性のあるものにしていきたいというふうに考えております。

計画期間中の歳入確保目標額は、２０億２，４００万円としております。

なお、本計画は現行計画における財産の状況を再整理した後、本年３月中には成案とし

たいというふうに考えております。

以上でございます。

今、説明が終わりましたが、このことについてご質問を受けます。どうでし志村委員長

ょうか。

１０ページなんですけど、４ページにフローが書いてあって、１０ページにも衛藤委員

第６、本計画の進行管理というふうに書かれておりますが、ここで、県有財産利活用等検

討委員会と、あと、県有財産利活用検討専門会議、これは民間の方とかが入られるという

か、書いてあるんですけど、この関係を教えていただきたいのと、検討委員会というのは、

あくまで行政関係者だけでやるものなんでしょうか。その点を教えていただけませんか。
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まず、４ページに載っております県有財産利活用等検討委員会でご牧県有財産経営室長

ざいますけれども、これにつきましては、県内部の組織で構成しております。総務部長を

委員長といたしまして、警察、教育庁を含みます県の各部局の審議監クラスで構成をした

委員会でございます。

１０ページに載っております進行管理にありますとおり、県有財産利活用検討専門会議、

これは委員が先ほどおっしゃったとおり、学識経験者とか専門分野の有識者から成る組織

でございまして、そちらから財産ごとにどのような売却がいいのかどうかとか、そういっ

た助言をいただいておる機関ということにしております。

１つ思うのは、今これを見ると、民間の方っていうのも入っているんですけど、衛藤委員

結構見ると似通った部分が多いのでですね。使い方というか、似通った点も結構あるよう

に感じるんですけれども、例えば、そのディベロッパーの観点から、正式に助言をいただ

くとか、そういったのは入ったりしているんですか。例えば、諮問機関ではなくて委員会

の中に正式に民間メンバーを入れるとか、そういったことはできないでしょうか。

専門会議におきましては、県が、例えば今回４カ年計画でございま牧県有財産経営室長

すけれども、４カ年計画で対象となっている財産を全て示します。その財産ごとに専門会

議の方から、こういった財産については、市の中心部であるので、売却よりも貸し付けの

ほうがいいんじゃないだろうかとか、そういった専門的な助言を受けて、それに基づいた

県内部での委員会において、売却になるのか、貸し付けになるのか、そういったものも決

めていくというふうな状況にしておりまして、専門会議の意見を聞きながら、委員会のほ

うで最終的に決定していくということで進めます。

売却なのか、貸し付けなのかというのを決めるだけであって、その後の利用の衛藤委員

仕方に関しては、県側は特にコミットしていないのでしょうか。

専門会議からは具体的な提案等もございまして、例えば警察、今、牧県有財産経営室長

中央署の横に荷揚町体育館の跡地がありますけれども、そういったところにつきましては、

一般に売却するよりも、駐車場として活用のほうがいいだろうという意見をいただいてお

りますので、それに基づいて、委員会のほうで駐車場で貸し付けをするというふうなこと

を行ったりしております。ですから、最終的な利活用の方策まで助言をしていただいてい

るということでもあります。

わかりました。衛藤委員

４ページにフロー図がありまして、売却、貸し付け、そして売却の場合、市町麻生委員

村等への利活用照会というふうになっているんですが、実は、以前、県有地であったもの

が市町村にどうぞということでやったんだけど、市町村がその後やっぱり十分活用できて

いなくて、塩漬け土地とか建物になっているような物件もあるように聞いているんですね。

県下の各市町村の方からすると、具体的にどこの物件というのはちょっとここでは申し上

げませんけれども、そういったものがあると。僕はもうてっきりまだ県が持っているもの

だと思ったら、学校の跡地で、市町村が引き受けたんだけれども、十分活用できていない

と、そういうところがいっぱいあると。いっぱいというか、たまたまそういうものがある

ということがわかったので、問題は、やっぱり県下のそういった公共種地として非常に優

良の場所であり、それぞれの地域にとっては一等地だと。これは民間の発想でやれば、も

っともっといろんな雇用の創出とか、事業展開とかの可能性もなくはないんではないかと、
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そういった部分がこのフロー図では本当にそういったことも含めて流れがつくれるんだろ

うかというような話がちょっとありましてね、この市町村が、あくまでも利活用優先と、

このフロー図ではなっていますよね。だから、あくまでも市町村優先でいいのか、それと

も、ここに民間の全く違った発想のものを流れ的に入れるようなフロー図にしていく必要

があるんではないかなと。

そのためには、９ページに効果的な広報の推進ということで、いろんな公表もされると

いうことでありますけれども、例えば、補助金が残っているとか、そういった部分につい

ては余り公表されていないと。となると、民間のサイドからすると、どうせ市町村にはそ

ういった情報も伝達はされていて、競争条件が市町村の場合は残った補助金等々への負担

というのは余りなくてね──あるのかな。だから、あっても、税法上の問題を含めて、か

なり市町村の場合、優遇されているので、同じ競争条件で提案することも、やっても、も

う意味がないと。市町村最優先だからということで、民間がなかなか本気でその種地を活

用しようというような発想になっていないので、民間と市町村が競争をして、よりいいも

の、雇用創出とか、事業展開を含めてやっていけるようなフロー図というのをやっても、

だめだと、もう最初から諦めているんですかね。ちょっとその辺についての見解を伺いた

いと思います。

まず、市町村へ優先的に行うということにつきましては、県有地、牧県有財産経営室長

これは実際に購入した経緯からいいますと、市町村が尽力していただいて県が購入したり

とかいうふうな経緯がございます。

それとまた、市にとって中心的な場所とか、またシンボル的、文化的なところもありま

すので、そういったところについては地元の住民の意見も取り入れるためにも、まず市町

村に優先するということもあります。

また、市町村に売却する際につきましては、利用状況、今後の利活用の計画等もきちん

とつくっていただきまして、それで県がオーケーしたものについてのみ、市に売却という

ことになっています。ですから、利活用計画が全くないのに売却ということは、まずない

というふうに考えておいていただきたいというふうに思っております。

それと、市町村への売却についてですけれども、競争性がないということでございます

けれども、やはり県も市町村に売却する場合については、不動産鑑定士による鑑定評価を

受けまして、それに基づいて売却ということでございます。よほど有利な条件ということ

は、そんなにとっていないと思っております。

また、先ほど利活用されていない物件があるよというふうに聞きましたけれども、今現

在行っている計画で市町村に売却した分については、公営住宅になったりとか、または高

田高校の独身寮、青鷹寮と言いますけれども、そういったものに転換されたりとか、また

は新規就農者の仮住まいになっているとか、そういったものに有効的に活用されていると

いうふうに私どもも聞いております。

以上でございます。

まず、市町村優先で、市町村が事業計画を提出されると。そこはそれで結構だ麻生委員

と思いますが、であるならば、本来その市町村が、もうちょっと民間も含めて、ありとあ

らゆるものを調査して、民間の、広く公表された中で、市町村がしっかりとした事業計画、

雇用とか事業につながるような、シンボリックなその場所を最大限に活用するような、も
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うちょっと工夫とか努力があって、その上で手続を進めるということが大事ではないかな

と。だから、そういう意味での市町村の民間への情報開示の仕方とか、そういったものは

大いにサポートしてあげてやってほしいなというのが１点。

それから、公表という部分では、先ほど補助金が入って、それについて、その市町村に

対して、残がどれくらいあってどうだとかいう部分がありますよね。そういった部分、民

間が知り得る状況の開示を今後はしていくということでよろしいんですね。

仮に民間に売却する際については、補助金があろうがなかろうが考牧県有財産経営室長

慮しません。考慮しないというのが、民間に売却する金額につきましては、あくまでもそ

の不動産が持っている経済的価値、不動産鑑定を通した価格で入札をしますので、それに

補助金がつこうがなかろうが、そこは一切。

私が申し上げているのは、市町村に対しては、売却する場合には、例えば補助麻生委員

金が入っていますよね、その部分について、民間は今言ったような公開価格、いわゆる鑑

定評価そのものという形で、それは公表しているわけですけれども、競争相手が民間の場

合に、例えば自治体が競争相手だとするじゃないですか。同時開示されたとするならば、

自治体が考えるよりうちのほうがいいアイデア持っているよと、それは雇用とかいろんな

ことにもつながるよというような、もしアイデアがあった場合に、その競争条件を同じに

するという意味での、自治体に対しての開示と同じ情報開示を行われるということでよろ

しいんですかね。

先般、現地視察したときに、補助金が幾ら入っていて、償還が幾ら残っているとかいっ

たような部分のあの部分も、開示をすれば全く問題ないんですけれども、その辺はどうな

んでしょう。

後ほどご説明しようと思っていたんですけれども、学校跡地の場合に岡田教育財務課長

は補助金とか入っている可能性がございますが、私どもとしましては、学校跡地につきま

しては、ほかの行政財産とはちょっと特異な部分があろうと思っております。それにつき

ましては、学校がもう長年、地域の教育文化の中心的な役割を果たしておりまして、地域

の皆さん方から愛されていると。

また、設置当時、やっぱり広大な面積が必要になりますので、その時点では立地に必要

な土地の提供ですとか、そういったことに地域の皆様方に非常にご協力をいただいたとい

うことも大きな要素だと思っておりますので、そこでやっぱり跡利用をするときに、例え

ば民間を全く同じ条件で一般競争入札に出すこともできるのですけれども、そのときにや

っぱり、一般競争入札に出せば、もうそこでとる業者が特定できませんので、そのときの

地域の皆さん方の思いとかを考えますと、やはり地域の状況を十分わかっている市町村に、

まずはじっくりと検討していただくということがいいのではないかというふうに思ってい

るところです。

私が申し上げているのは、要はそういったことを、金額換算にすると、自治体麻生委員

の場合よりも、プラスこれだけスタートラインが違いますよと、そこのところの公開はし

ていただいたほうが、民間の本当のアイデアも出てくるでしょうけど、最初からもうそれ

は可能性はないと、その場所だったらアイデアはないよといった部分も出てくるかと思う

んですよね。だから、今言ったような部分をどう表現して公開されるのかということを、

むしろ聞きたいなと思ったんですが。
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わかりますか。志村委員長

例えば、この土地は何筆、どれだけの土地分を提供の経過があるとか、あるい麻生委員

は補助金の残が幾らあるとかいったような公表はされるんですかと。だから、要は民間が

もしそういった動きがある段階で、そこの部分はしっかりと計算式を入れてシミュレーシ

ョンすれば、大体いろんな判断ができて、そこにチャレンジするのかしないのかという判

断ができるんだけれども、そういった公表はされるんですかということなんですけどね。

意味わかりますか。志村委員長

済みません、ちょっと前提が違うのかなというところなんですけれども、島田総務部長

４ページのフローがまさにそうなんですが、用意ドンで民間と市町村が競争するというこ

とを想定しているものではございません。県有財産というのは、県庁の財産というよりも

県民の財産なので、県庁が使わないとなれば市町村のご意見を聞くということをまず基本

でやります。民間のアイデアでどんどんいいものが集まるんじゃないかと思いましたら、

私どものほうで検討を、先ほど議論になりました検討委員会で、また専門会議の意見も聞

きながら、これは市町村にお預けするよりも民間のアイデアを募ったほうがいいんではな

いかというようなことも含めて市町村と相談をすると。それでもなお、市町村が手を挙げ

るということであれば、市町村の意向を尊重して、市町村への売却を優先するということ

ですので、市町村の手が挙がらないときに民間業者の競争が始まるので、おっしゃるよう

に必要な情報はどんどん民間事業者に開示しますけれども、用意ドンで競争入札で民間と

市町村が競争するということは、そもそも想定をしておりません。

その想定が、想定していないということで今までやってきているわけですよね。麻生委員

しかも、県有財産利活用検討委員会が中心になって、そういう判断をしながらやってきた

結果、ずっと今の状態で、幾分改善はしつつあるけれども、根本的な部分の課題があるん

じゃないかと、そこのところをさらに改善する必要があるんだろうという指摘であります。

もうそれだけ言っておきます。（「ちょっと済みません、１つだけ、今のに関連なんです

けれども」と言う者あり）

ちょっと確認なんですけれども、これは具体的な取り組みの中で、例えば戸高副委員長

高校の例で、この大型物件が出ていますけれども、廃校した、または廃校される、これは

廃校される予定に決まっているということだと思うんですけれども、その検討委員会にか

けられるものというのは、その予定、例えば２年後に廃校が決定すると、それの利活用を

考えないといけないといった場合に、もうそれが決まっている場合は、それはもう既に検

討委員会にかけられるということですかね。

５ページの例を見ていただければわかりますとおり、佐伯豊南高校、牧県有財産経営室長

これは今年度末で閉校する予定でございます。また、イにありますとおり、埋蔵文化財セ

ンター、これも将来移転します。今の芸術会館のところに移転する予定です。それと、大

分東警察署、これも移転する予定です。

そういったものに、今計画は４カ年計画ですので、４カ年のうちに用途廃止になる施設、

そういったものもあわせて全て委員会のほうにかかるということになります。

そうすると、例えば、市町村の利活用といった場合の提案は、この検討委戸高副委員長

員会にかけている段階、また、それが未利用財産の処分を決定した後になるんですかね。

というのが、その期間がかなりあいちゃって、利活用する場合に、結局は廃校して生徒が
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出ていった後に、それからの検討になるということになると、みんなで見に行った所は、

期間がたつにつれて、老朽化が非常に激しくなっているということを考えれば、早目にそ

の対策を打てば、本当に利活用も逆にしやすくなるし、修繕等の予算も抑えられるという

ことで、活用が早くできるんじゃないかなと思うんですけれども、ちょっとその辺。

戸高委員がおっしゃるとおり、廃校になった後に、それから動き出牧県有財産経営室長

しをすると非常に遅くなりまして、また、建物も老朽化が進んでいきます。ということが

ありますので、私どもはこの計画にのった段階から、市町村とは事務的レベルでの話とい

うのは行っております。

また、この計画につきましてはホームページで公表いたしますので、どの物件が４カ年

の中でありますよというのがホームページに公開されますので、民間の方も全てわかるよ

うになります。

例えば、決まった後に、その処分決定までの期間というのが、大体その検戸高副委員長

討委員会の検討状況によるかもしれませんけれども、どのぐらいの最短期間で可能になる

んですか。

計画にのった段階で、売却するのかというのを決定いたします。牧県有財産経営室長

計画にのった時点。戸高副委員長

はい。ですから、この計画はことしの３月末に決定する予定ですの牧県有財産経営室長

で、そのときには売却するのか、貸し付けするのかというのを決定する予定です。

また、毎年委員会を開きますので、毎年見直し等も行います。

４ページのさっきのフローの問題で、麻生先生との話も関連するんですけれど衛藤委員

も、今は検討委員会で方向性を決めて、その後という形になっているんですけれども、私

はあるべき姿としては、最初に、検討委員会は全てのアイデアを持っているわけじゃない

ので、必ずしも完璧なわけじゃないので、最初に民間、市町村、隔てなくプロポーザルを

いただいて、その上で検討委員会で考えるというんだったらいいと思うんですけれども、

まずは平場に乗せるということも、平場で全て出し尽くして、その中でどうすればいいの

かという、広くアイデアを求めるいうのも１つのやり方だと思いますし、そういったこと

もひとつご検討いただければと。

要望でいいんですか、どうですか。志村委員長

このフローにちょっと足りない部分がありますけれども、民間の有牧県有財産経営室長

識者から成る専門会議に事前に諮って、それから委員会を開いてという形になります。で

すから、このフロー図には載せておりませんけれども、事前には専門会議がありという形

で出しております。

補足させていただきます。島田総務部長

戸高委員の先ほどのご質問にも関連するんですけど、これは我々も迅速に処理したいと

思っているんですが、実は時間がかかっているのが、市町村の利用計画の熟度がどこまで

上がるかというところが１つあります。

あと、衛藤委員さんのご質問は室長も答えたとおりなんですけれども、市町村に対する

打診とか専門会議からのご意見というのは、実は早目早目にお尋ねして、その上で検討委

員会の場で方針を決めるというようなプロセスでやっております。特にこの二、三年で我

々も反省して改善をしたのは、市町村に対する打診というのを早目早目にするようにはし
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ています。ただ、市町村の利用計画というものがどうしてもなかなか熟度が詰まらないと

いうところがありますので、少し時間がかかっている面がございます。

１ページ、まず、財産利用推進計画、トータルで４６億円、２９億円、３０億末宗委員

円できているけど、目標は達成して、さっき順調にという言葉が非常に気になったんだけ

ど、その数字がちょっと全然合わないんだけどね、何か括弧内にも書いているんだけど。

それと、旧佐賀関高校が、これは実績はないし、どうなったんかなと思って。

それともう１つ、県の処分の仕方、４カ年計画は、県の行政のところはわかるけど、教

育委員会と連携、教育委員会もぴしゃっと４年間全部出るんかな。そこらあたりを含めて。

まず、１ページ目の現行の計画についてでございますけれども、現牧県有財産経営室長

行計画の目標額、これは４６億５，２００万円となっておりますけれども、この計画期間

中に転用したものとかがございます。そういったものを除いたものの最終的な目標額が、

括弧書きにあります３２億４，４００万円でございます。

そのうち、実績ですけれども、昨年度……

転用とか、ちょっとそこのあたりもう少し詳しく。末宗委員

転用につきましては、大分市の賀来にあります運転免許試験場が売牧県有財産経営室長

却財産にありましたけれども、これを売却せずに大分の西高校の運動場に変えております。

利用目的を変えております。そういったものは売却じゃなくなって、県の利用目的を変え

ています。それを転用というふうに言います。それを目標額から差し引きをしているとい

うような状況でございます。

それを引いたものが３２億４，４００万円、これが最終的な目標額になりますので、現

在、平成２６年度末までに２９億４，７００万円の実績があります。これに平成２７年度

の実績見込みを加えますと、この最終的な目標額、３２億４，４００万円を今超えるよう

な形で推移しているというような状況でございます。そこで順調に行っておりますという

ふうに報告させていただきました。

それともう１つ、旧佐賀関高校についてでございますけれども、これにつきましても、

今、売却財産としては変わりはございません。これについても、今度の４カ年計画の中で

も旧佐賀関高校を通して載せていく予定にしております。

それと、教育施設についてもこの計画どおりいくのかということでございますけれども、

この計画は知事部局のみでなくて、教育庁、それと警察本部、全ての分を入れたものがこ

の計画になります。

１ページ目は意味はわかったけど、もう少し補足して書いてくれんとね、これ末宗委員

をぽっと見てわからないよ。

それと、旧佐賀関高校がどうして載っていないかという理由を言わないの。

旧佐賀関高校につきましては、この本文の中には具体的な例として牧県有財産経営室長

は載せておりませんけれども、実際にはこの結果の後ろに全ての物件がつくようになりま

す。

どこ。末宗委員

きょうはつけておりませんけれども。牧県有財産経営室長

ちょっとわからんじゃないね。きょうこの委員会をやっているのに、だって実末宗委員

際はて言うても、ここにないじゃない。
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はい。その物件を全部載せるようにしておりますので、その中で載牧県有財産経営室長

せていきます。

だけど、どうしてきょう載せてないの。あれは大型物件だと思うんですけど。末宗委員

済みません、この本文の中につきましては代表的なものということ牧県有財産経営室長

で書いておりますので、今回は学校については４つの学校について載せさせていただいて

おります。

あれは代表じゃないの。末宗委員

その件については本文の資料を開示してください。そして、ここにはやっぱ志村委員長

り確かに言うように取り組みの例と書いておるからね。

いや、代表的なものを書いているんだから、だから質問しよるわけですよ。末宗委員

要は、例と書いているので、全体分のはきょうは提示していないけど、それ志村委員長

はまた……

さっきの教育委員会、それは本庁と教育委員会、両方とも４カ年はぴしゃっと末宗委員

出すわけやね。今まで何か載っていないような気がしたんよ。

この計画の中には、教育委員会も警察本部も合わせたトータルで載牧県有財産経営室長

せております。

年度ごとにずっと出しているわけ。１年目がどれ、２年目がどれとか、３年目末宗委員

がどれと、さっき説明はそうやったんだけど。

この計画は４カ年でつくっておりますので、４カ年トータルのリス牧県有財産経営室長

トということの中に知事部局分もありますし、教育委員会の分もありますし、警察本部の

分も載せているということであります。

今は４カ年トータルと言ったんだけど、先ほどの説明は、４カ年あって、１年末宗委員

目がどれ、２年目がどれと説明したわけよ。答弁が違うんだけど。

先ほどの答弁というのが、２８年、２９年、３０年というふうに…牧県有財産経営室長

…

そうそう、そういうふうに説明した。末宗委員

というふうに私は言ってはいないです……。牧県有財産経営室長

そういうふうに僕はとったんだよ。末宗委員

しっかり答えて、しっかり質問してください。志村委員長

これにつきましては、リストにつきましては、先ほど私が申しまし牧県有財産経営室長

たとおり、４カ年のトータルのリストということで載せる予定でございます。

私のほうから一言、さっき言いましたように、市町村に利活用を図ると、こ志村委員長

れはやっぱり一義的には大丈夫だと思っておりますけれども、問題はその市町村に投げた

ときに、やっぱり期限を切らないとですね、例えば１年とか２年とか期限を切った上でし

ないと、それをずるずる二、三年たつと、もう四、五年たってしまう。だったら、もうち

ょっとまちづくりのいいアイデアも出るじゃないかという、こういう思いもあるというふ

うに思っておりますので、そこはひとつぜひくくりをつけてやっていただければ、なおさ

らいいかなというふうに思っております。

では次に、県有財産の閉校した学校にかかわることにつきまして、どうぞ。

それでは、２枚ものでとじております平成２７年１０月１５日県内調岡田教育財務課長
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査結果の表でございます。

資料にございますとおり、各委員の皆様方には昨年１０月１５日に、旧緒方工業高校、

それとその下、旧臼杵商業高校、次のページに旧野津高校、それと、これは既に廃校にな

っておりますけれども、１番最後は羽室台高校、これは来年度末に廃校予定でございます

けれども、現地視察を行っていただきました。また、現地におきましても多くのご意見等

をいただきました。ありがとうございました。

これ以外の未利用廃校といたしましては、先ほどございました平成１８年度末に閉校い

たしました旧佐賀関高校、それと今年度末に閉校予定の佐伯豊南高校が加わることになり

ます。

中身の内容の説明につきましては、ちょっと省略させていただきたいと思いますけれど

も、これまでの経過といたしまして、平成１７年、高校改革推進計画が策定されましたけ

れども、それ以降の利活用の状況についてご説明させていただきますと、旧中津商業高校、

これにつきましては現在、県立中津支援学校として活用させていただいております。

さらに、旧四日市高校、さらに旧国東高校、旧竹田商業高校、旧三重高校につきまして

は、それぞれの地元自治体へ譲渡いたしまして、現在、教育施設として活用されていると

ころでございます。

また、本年度につきまして、旧森高校につきましては、統合中学校用地といたしまして、

地元玖珠町へ譲渡を完了したところでございます。

廃校跡地につきましては、ご指摘のとおり、まずは有効活用を図る。また、財源の確保

を図るという観点から、早期の売却処分等を進めることを基本として進めていくところで

ございます。

利活用策の検討につきましては、先ほど説明がありましたように、まずは県有財産利活

用等検討委員会ですとか、また、平成２６年度には教育庁内部に知事部局関係課も含めま

して、県立学校未利用財産利活用推進会議というものを設置をいたしまして、事務局等と

情報共有、連携を十分図りながら、一体的に現在進めているところでございます。

学校跡地につきましては、先ほども申し上げましたように地域の深い思いもございます

ので、まずはそういったことを十分理解しつつ、そういったことをわかっていただく、ま

ずは市町村と十分議論をいたしながら、先ほどご指摘いただきましたように、スピード感

を持って、今後とも地元自治体と協議を進めてまいりたいというふうに考えております。

以上でございます。

ただいまの説明につきまして、質問を受けます。志村委員長

先ほど来、市町村の熟度と、計画の熟度という話がずっと出ているんですが、麻生委員

基本的には、その市町村にそういった専門家がいるわけでもないし、能力を含めて、よっ

ぽど県が関係部局も含めて、民間もひっくるめて指導してあげないと、なかなかこれは難

しいのじゃないかなと思っておりますので、市町村の熟度を待つだけじゃなくて、納期は

もう決まっているわけですから、第一次納期としては廃校になるとき、そして、逆算した

ら、さっきのフロー図を入れ込んで、市町村はいついつまでに計画を上げてくださいとい

う明確なスケジュール表示をすることがスピード感のある対処ということになるでしょう

から、その辺はぜひ県のほうがしっかりとサポートしてあげて進めてください。

以上です。要望でいいです。
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要望でいいですか。志村委員長

はい。麻生委員

いかがですか、いいですか。志村委員長

〔「なし」と言う者あり〕

それでは、以上で終わります。志村委員長

この際、ほかにありませんでしょうか、よろしいですか。

〔「なし」と言う者あり〕

それでは総務部関係の調査を終わります。お疲れさまでした。志村委員長

〔総務部退室〕

それでは、中間報告について、内部協議をしたいと思います。意見の集約に志村委員長

ついて、その結果について説明をお願いいたします。

〔事務局説明〕

事前に送ってはいるものの、今、ご説明を聞きまして、それぞれご意見もあ志村委員長

ると思いますので、どうぞお話しください。

（２）の地元自治体の負担軽減というのは、先ほど申し上げたように、この３麻生委員

行目の市町村による有効活用がという表現をしているんですが、市町村なら市町村だけじ

ゃなくて、広いから県も一緒に活用するようなことも工夫する必要があるんじゃないかな

と思うので、そういった表現に何かちょっと工夫ができないのかなと。

知事部局やね、県警も。志村委員長

知事部局とか県警も含めて、いろんな部分もあるし、市町村と一体となったと麻生委員

いう部分もあるでしょうし、ただ、中心は、やっぱり各市町村がこうありたいというもの

をつくるサポートをするという意味での負担軽減かなという気がするんですが。

負担軽減部分についても市町村が対象ですよね。だから、こう表現したと思志村委員長

うんだよね。だから……。

軽減というのも負担をさせてでも納期に間に合うように頑張ってもらうサポー麻生委員

トをするということなので、そういったことの表現。負担軽減でもとか言うと、逆にまた

本気で市町村が、本来はやっぱり市町村が中心になって、県のサポートをいただきながら

やるということじゃないと進まんでしょうから、だから、ちょっとその辺の表現、全体的

な表現を工夫していただければというのが１点。

それから、先ほど来、スピード感を持った取り組みの推進、これについて、納期という

表現を明確に使う時期じゃないかなということ。

それから、市町村が中心であるものの、やっぱり地方創生に資する雇用創出につながる

ような民間活力の導入とか、それによっては売却金額等々についても配慮するとか、判断

基準について、しっかりそういったものを本来であるならば、先ほどの検討委員会かな、

１番最初の入り口の検討委員会の中で、もっとそういった議論がメニュー、基準も含めて

あればいいんだけど、そこはないんですよ、はっきり言ってね。そういったことも考えて

おく必要があるんじゃないかということを表現してほしいなというふうに思います。
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以上です。

以上でいいですか。（「はい」と言う者あり）ほかはいいですか。よろしい志村委員長

ですか。（「はい」と言う者あり）

では、私のほうから。今、麻生委員のおっしゃったことの意味が、よくご理解いただい

たと思うんだけれども、教育委員会で一義的には学校施設、教育施設として使うことにつ

いて、市町村と協議をする。しかも、これは期限をきちんとつくる。そして、その後につ

いては、県が関与しながら、県がそのまちづくりのものにアドバイスというか、相協議し

ながら、そこをきちっともう期限を決めて、年度を。そして、スピード化を持つと。そう

しないと民間に言えないから、スピード感を持ってやって、民間に、要するに公表して、

売却あるいは活用を図ると、こういうことだと思うんですね。そのときに麻生委員、どう

でしょうか、教育目的で使う市町村についての問い合わせまでは教育委員だけれども、そ

れが市町村にないとなれば、あるいは市町村が期限内でおさまらない場合は、この財産は

もう知事部局に上げて、知事部局として対応するということも、非常に合理的にこれから

進めることじゃないかと思って、その辺を入れるというのは。

それはいいんですが、私はむしろ最初から知事部局で、それも含めてやってい麻生委員

いぐらいの感覚がちょっとあります。

そうね、感覚はそう。だけど、教育施設を、教育に使うことについて、一義志村委員長

的にやるもんだから、それはもうそこは担保しなきゃいかんと思うのでね。いいでしょう

か。（「はい」と言う者あり）

では、あとの表現（「１点いいですか」と言う者あり）はい、どうぞ。

４ページの（２）で、これは地元自治体の負担軽減の方策というふうなことの守永委員

表題ではあるんですけれども、文章表現からすると、購入費用の分割払いを認めるとか、

いわゆるそのときそのときの財源的な負担軽減ということであって、全体的ないわゆる値

引きだとか、そういう負担軽減とは違う意味合いで書かれていると思うんですよね。だか

ら、そういうスタンスであるべきだというふうに確認をしていいのか、使うケースによっ

て、利用の仕方によって、県が身銭を切ってでも安くする必要性も言及するのか、その辺

でちょっと捉え方が違ってくるとは思うんですけどね。先ほどの麻生委員の表現からする

と、後者の部分も含んでいるような印象があったもんですから、その辺をちょっと明確に

していないと、いや、そんなこと言ったんじゃないよという議論が出てくる可能性もある

かなと思うんですがね、その辺はどうでしょう。

どうですか。志村委員長

そこは県有財産利活用推進検討委員会か第三者委員会、そこにやっぱりご議論麻生委員

いただく必要があるでしょうね。

ですから、まず、そういう意味で教育委員会の部分については、ある一定の志村委員長

年度を越えたら、もう検討委員会にかけて協議するだろうから、そういうことでいいんじ

ゃないかな。

だから、先ほどお示しいただいたこの案について、フロー図等々の中で、この麻生委員

県有財産利活用等検討委員会のいろんな基準についても、再度ここで議論したような目的

を達成するために、もう１度そのありようも含めて検討を求めるという提言でしょうから、

そういうものも……。
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その項目を入れましょうね。志村委員長

入れると。で、情報開示の仕方、公表のありようについてもという部分で、そ麻生委員

こについて、ちょっと言及１項目を起こしていいんではないかなと思います。

では、その入れることについてよろしいですか。（「はい」と言う者あり）志村委員長

では、そのように。（「一点いいですかね」と言う者あり）はい、どうぞ。

先ほどの質問で４カ年計画とか５カ年計画と、最初の説明は１年後だというよ末宗委員

うな話をしとって、後から４カ年トータルじゃというような話をしよったんだけれども、

いつするかわからんのだけれども、結局、最初はもう自分たち、自由じゃというふうにな

ってしまうんだけど、そこあたりを毎年度、計画を立てて、そしてそれが修正があれば、

その修正をその都度やるとか、そういうのがないと、それを使うほうも検討するほうもい

つやっていいのか全然雲の上のような感じで、利用できないと、考えられないもんだから、

もう少し計画性のあるように具体的に持っていっていただきたいね。

はい。つまり、各年度の実施状況について、しっかり目標と結果を検証する志村委員長

と、そういうことだろうね。（「そうそう」と言う者あり）

じゃ、そのことをよろしいですね、（「はい」と言う者あり）そこはしっかり入れると

いうことで。

ほかにありますか、いいですか。

〔「なし」と言う者あり〕

では、今の意見を必ず入れてつくるということで、あと文言は委員長と副委志村委員長

員長にお任せいただけますか。（「一任します」と言う者あり）

いいですか。では、そのようにさせていただきます。

では、次に、今後のスケジュール、中間報告のスケジュールですね。どうぞ。

〔事務局説明〕

このスケジュールで、特にご異論はありませんですよね。（「はい」「委員志村委員長

長、ちょっといいですか」と言う者あり）はい、どうぞ。

これは委員長報告を毎年するようになったのかな、どの時点で決まったんかな。末宗委員

委員長報告は、（２）に書いておりますけれども、通常２９年の３月３１日に報事務局

告をするんですけれども、必要があれば、結論が出た都度することができますので、今回、

中間報告、経過報告ということで委員長報告をするような形で考えております。

全部の特別委員会ですか。末宗委員

行財政改革・グローバル戦略特別委員会です。事務局

行革だけですか。末宗委員

はい。事務局

つまり、末宗委員、今回は行革でもスピード感を持ってやろうということも、志村委員長

我々この委員会でも言っておりますので、ある程度結論が出た段階で、もう執行部に対し

ても、しっかりと報告というよりも、委員会としての提言をしていくと、そのようにして

いきたいという思いで１年でまず決まっているところからやろうと、こういう意味です。

いつもは、もう報告してそのまま委員会が終了したりというような形でしたので、事務局

ことしはその報告を１年目で報告できるものはして、それで、さらに２年目、３年目、４

年目でフォローしていくという形を１番下に書いているんですけれども、そのフォローの
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状況をまた翌年の報告書に盛り込むというような形で、しっかり言ったことは着実にさせ

ていくというようなスタンスを示していければというようなことでございます。よろしく

お願いします。

ちょっと近年にない中間報告の仕方ですけれども、提言していこうという思志村委員長

いでございます。よろしいですね。

〔「異議なし」と言う者あり〕

では、以上で中間報告については終わります。志村委員長

では、あと執行部に入っていただきます。

〔企画振興部入室〕

それではお手元に配付の次第に基づきまして、企画振興部所管の２項目につ志村委員長

いて調査を行います。

まず、台湾からの訪日観光客誘客について、執行部から説明をお願いいたします。

委員の皆様方には、日ごろから企画振興部関係、県政諸課題に対しま廣瀬企画振興部長

してご指導、ご鞭撻いただきまして御礼を申し上げます。

昨年１２月の当特別委員会では、台湾との交流につきまして、訪日教育旅行や台中市と

の観光交流協定、あるいはマンダリン航空のチャーター便の就航、定期路線化に向けた取

り組みなどをご説明申し上げてご議論をいただきました。

今回、台湾との交流・交易につきまして、さらなる議論と理解を深めるために、今後、

拡大が見込まれる訪日観光客の誘客及び農作物の輸出状況等につきまして、これまでの実

績、先日、２７年１月から１２月までのインバウンド、外国人観光客の実績も出ておりま

すので、そういうところも踏まえまして、今後の取り組みを説明させていただきます。

詳細につきましては、担当課長により説明いたします。

わかりました。それでは、ご説明いただきますが、訪日観光と農産物輸出に志村委員長

ついて、２つとも聞いてからご質問というふうにしたいと思っておりますので、よろしく

お願いします。

それでは、台湾からの訪日観光客の誘客について、ご説明申し細川観光・地域振興課長

上げます。資料の１ページをお開きください。全体的な概要についてご説明申し上げます。

平成２７年の外国人宿泊者数は５３万６，００７人、これは速速報値の推計でございます

が、初めて５０万人を突破しまして、過去最高を記録しております。これは過去最高でし

た平成２２年、このときが３６万４，６８７人、これを約１７万人上回る大幅な更新とな

りました。昨年比でも約２０万人、率にして６０％の増加でございます。内訳を見てみま

すと、韓国が３０万３千人、次いで台湾が７万４千人、香港５万千人、中国４万２千人、

その他アジア４万８千人、その他外国が１万８千人となっております。平成２２年との比

較では、最大の宿泊実績が、韓国は微増でございますが、その他の国、地域は約３倍とい

う大きな伸びとなっております。

台湾についてでございます。台湾については、現行統計の初年である平成１８年は、２

万千人、全体に占める割合は７．５％でございました。その後、リーマンショック後の２

１年、それから、東日本大震災がありました２３年に大きく減少いたしました。しかしな
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がら、平成２４年以降は、着実に増加しておりまして、全体に占める割合も２７年で約１

４％まで伸びております。本県には、別府、湯布院はもとより、日田市の三隈川の遊船や、

九重町の九重“夢”大吊橋などに多く訪れるようになってきております。

平成２７年１月から１１月までの台湾からの訪日客数、これはＪＮＴＯのデータですけ

れども、３４１万人と、中国、韓国に次ぐ、３番目でございます。非常に親日的で繰り返

し日本を訪れていただけるリピーターが多いということもありまして、積極的に誘客をし

てまいりたいと考えております。

台湾の人口が２，３００万人で、韓国５千万人の約半分程度でございますが、同程度の

訪日客数があることから、まだまだ観光客の増加が見込まれるんではないかと思います。

非常に有望な市場であると認識しておるところです。

台湾対策としましては、台北市のみならず、観光友好交流連携協定をいたしました台中

市や高雄市にも本県の観光情報を広域的に発信しまして、知名度の向上を図っていきたい

と考えています。

個人旅行も増加してきておりますことから、ブロガーの活用といったことによりまして、

より詳細な情報を消費者に直接発信していきたいと考えております。

あわせて、台湾からの直行便があることは、やはり強みとなってきますから、昨年のマ

ンダリン航空のチャーター便の実績を生かしつつ、さらに定期便化を進めてまいりたいと

考えております。

以上でございます。

続きまして、台湾への農産物の輸出状況について、どうぞ。志村委員長

県産農産物の輸出状況について、ご説明申し上げます。上野おおいたブランド推進課長

資料の２ページをごらんください。平成２７年度の本県から台湾への農産物輸出実績は、

表のとおり、梨、乾シイタケ、甘太くん、かんきつの４品目になります。

台湾での旧正月、春節ですけれども、ことしの場合、２月８日です。それから、中秋節

の日田梨輸出を中心に、新たな農産物の売り込みを進めているところでございます。

本年度の梨につきましては、８月下旬の台風１５号の影響で被害を受けまして、輸出量

が減少しておりますけれども、販路開拓としまして、台湾の中心地である台北市のほか、

新たに、台中市や南部の高雄市での販売を始めたところであります。

また、乾シイタケにつきましては、一般の方が買いやすい商品開発としまして、４５グ

ラムの少量パックの取り組みを始めております。

本年度、新たに台湾に輸出を開始したのが、甘太くん、かんきつのデコポン、美娘（み

こ）です。

表の下、プロモーションバイヤー招聘状況をごらんください。前回の特別委員会で報告

させていただきましたこれまでの取り組みに加えまして、４つ目の丸にありますとおり、

１月２９日から３０日にかけまして、２月８日の春節に向けた日田梨と甘太くんの販売促

進活動を行うこととしております。

これには、生産者の代表、関係機関の１６人で台北、台中、高雄市内の太平洋ＳＯＧＯ、

新光三越といった百貨店や高級スーパーでありますＣｉｔｙ Ｓｕｐｅｒで販売促進活動

を実施するものであります。

県としましては、輸出事業者と協力した、このような取り組みを継続して進めることで、
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現地における県産品の知名度向上を図り、引き続き、輸出の拡大に努めてまいりたいと考

えております。

以上でございます。

ありがとうございました。志村委員長

観光動向、それから、農産物輸出についての説明を聞きました。この２点について、ち

ょっと議論を持ちたいと思います。どうぞ皆さん方、ご質問等々お願いします。

観光統計調査の２７年度の数字が非常にふえています。先ほど説明をちょっと小嶋委員

聞き漏らしたかもしれませんけど、大分への入り方ですね。空路か陸路か、どういう入り

方になるのか、ＪＲか団体バスか、いろいろあると思うんですけれども、それが分離がで

きておればお聞かせください。

個別の交通機関の分離ができていないんですけれども、主に空細川観光・地域振興課長

路から入ってきます。そうした中で、やはり福岡空港、こちらから入ってくるケースが非

常に多い。福岡空港を経由して、ＪＲ、あるいは高速バス、こちらのほうから入っている

件数が多いと考えています。あと、最近はバスをチャーターして、空港から各地を回って、

例えば、別府、湯布院に泊まるというケースが多くございます。

昨年、ＬＣＣのティーウェイが就航いたしましたので、こちらのほうも、特に韓国のゾ

ーンに大きく寄与しているというふうに考えております。

わかりにくいかもしれんけれども、大分空港に特化して、大分空港以外と大分小嶋委員

空港という意味では、分離が、パーセンテージ的に、ざくっとでいいですが。

大分空港、ちょっと正確な数字を持っていないんですけれども、細川観光・地域振興課長

たしか４万を切るぐらいはあったと思いますが、５万前後、韓国ですから、韓国は今３０

万ですから、大分空港からそのうちの５万というふうに考えております。（「わかりまし

た」と言う者あり）

観光戦略もそうですし、農産物の輸出でもそうなんですが、台湾の方にとって、麻生委員

日本とは○○といったときに、日本とは、あるいは九州とは、あるいは大分とは、という

部分で言うと、そこのところをどういうふうに捉えていらっしゃるのか。それをちょっと

まずお聞かせいただきたいというのが１点。

もう１つは、いろんな台湾でのプロモーション活動をやっているんですが、既にいろん

なネットワーク、台湾はめちゃくちゃ、いろんな団体が持っているわけですよね。それを

どの程度把握していらっしゃって、例えば、ロータリークラブとかＪＣとかライオンズク

ラブとか、いろんな団体が、あるいは市町村も含めて、姉妹都市であったり姉妹クラブと

かやり取りしていますよね。こういったものに対してツーリズムおおいたとか、大分県と

して、観光戦略として、観光パンフレットとか、あるいは正月の年賀状みたいなものとか、

そういったものを情報提供として送るだけでも、これは相当違うと思うんですが、そうい

ったことというのは、何か今までやっているんですかね。

以上、２点について伺います。

まず、台湾がどういうことに興味を持って、どういうところを細川観光・地域振興課長

押さえていけば誘客につながるかでございますけど、主に東南アジア、これも共通して言

えることは、まず自然ですね、日本の四季、これを感じられるところがすばらしいと。大

分の場合は、この四季がはっきりしておりますので、そこを１つ売り込むということがあ
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ります。

それから、台湾の特徴として、サイクリングとかマラソンとか、そういう面について非

常に関心があるということで、そういうサイクリングあたりのできる環境を整える、それ

で誘客するというのが、また１つあります。

それと温泉、これは台湾も温泉に入る文化がありますので、この面についても交流もで

きますし、そういう面では推していける面であります。

そういうような複合的なところがありますけれども、大分の特徴を生かしたところを広

報していくということが大切かなというふうに感じております。

それから、姉妹都市等もあるんですけれども、今、特にやっているのは、チャーターも

ありましたし、マンダリン航空との連携による広報、それから、現地の旅行会社にネット

ワークを持っている方とつながって、それを中心に広報していくということに注力をして

おります。

その先の、例えば、正月に年賀状というようなことをまだやっておりませんので、どう

いうやり方がいいのか、また、検討させていただきたいというふうに思います。

農産物に関しまして、台湾の方、どういった形で興味を上野おおいたブランド推進課長

本県産に持っているかということでございますけれども、特に先ほど説明申し上げました

ように、中秋節、春節等の贈答用として、日田梨、特に大玉のものが好まれるということ

で、それらを中心にその他の期間も含めて輸出しております。

それから、あと、ほかの品目については余り行っていないですけれども、日田梨のパイ

プを生かして、今回から甘太くん、かんきつ等を、輸出を始めたという状況でございます。

以上でございます。

ちょっと今、申し忘れましたけれども、年賀状というのは、今、細川観光・地域振興課長

メールレターを関係を持ったところのエージェントに送り込むようにしております。そう

いうことで、大分に少しでも関心を持っていただけるように努力したいと思います。

補足ですけれども、ネットワーク構築は我々のところの仕事の１つです堀国際政策課長

ので、なるべく関係団体との連絡はとっていきたいと思っているんですけれども、特にＡ

ＰＵの、こちらにいる留学生、もしくは留学生ＯＢ、台湾、特に去年から留学生ＣＭも台

湾バージョンでつくっていただいて、ＳＮＳとかで拡散してもらっているとか、そこのと

ころもしっかり活用していきたいというふうに考えております。

以上です。

まずネットワークですけれども、もう既に姉妹クラブとか、いろいろな部分を麻生委員

毎年行き来しているんですね。会長は毎年かわるんですよ。そういったところをどれだけ

把握してフォローしていくか。

１度、そういったクラブ等々で友好姉妹クラブで来たときには、その後、もうちょこち

ょこ個人で、あるいは会社でとか、いろんな形でリピーターになってお見えになるという

ことでありますので、そこはしっかり毎年押さえるシステムをつくっていただきたいとい

うのが１点であります。

それから、先ほど、日本と言えば○○、大分と言えば○○、この時期だったら、例えば、

スキー場も、例えば、台湾の方にとって、この時期大分に行けばスキー場があるとか、あ

るいは日本と言えば、最先端、車だということになれば、オートポリスで何かそういうも
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のがあるとか、何かそういった部分を先ほど四季とか温泉という話がありましたが、それ

ぞれのシーズンごとに大分県として、何をどういうふうに売り出しをするのかと、これは

大分県の営業マンは皆さん方ですから、やっぱりそこの、台湾の方にとって、九州とは、

あるいは大分とは○○、これを明確にシーズンごとに絞って営業していく必要があろうか

と思いますので、そういう視点で今後取り組んでいただければと。

そういう意味で我々、今回、台湾に行くわけですよね。だから、当然、今までの台北と

台中が違うと。じゃあ、何を聞いてくれればいいのか、台中空港で大分と言えば○○、こ

れを皆さんどう感じているかというのを実際にリサーチをしてくるのが我々のミッション

かもしれないので、そういう部分での調査の、この辺はよく聞いといてくれというような

ことがあったら、ぜひまた後ほど、事務局でも伝えておいていただければと思います。

以上です。

昨年の１１月に私も台中観光交流協定を結びに行ってきました。台中廣瀬企画振興部長

市は、大分はやっぱり温泉、シンフロが結構見られていて、そのイメージを非常に持って

いて、台中市の観光局長さんと３日間ぐらい一緒にいろいろしたんですけれども、それプ

ラス、陳局長もこちらに来られていますので、自然が豊かで、さっき言ったように、サイ

クリングであるとかマラソンというのは、台中市、非常に盛ん、特にサイクリングが台中

に国際的なジャイアンツという大きな自転車メーカーがあるんです。それで、そこが盛ん

で、そういう意味で大分というのは、非常に魅力のあるところというのがあって、サイク

リングツアー、サイクルツアーというのは、今全国でも愛媛県とか、何県か力を入れ出し

ていますけれども、大分もその辺をＰＲしていったら、温泉、そういった自然サイクルツ

アーみたいのをですね。

また、委員の皆さん方行かれるということですので、我々もちょっとこういうことをお

願いしたいというのをまとめて、またお願いしようと思いますので、よろしくお願いいた

します。

１点だけ。台湾は最近、選挙があったものだから、もしかしたら、委員長に聞末宗委員

いたほうが早いかわからんけどね、結局、農産物の輸出にしても、台湾の観光にしても、

そういう今までに築いた人脈とかが今度の選挙でどういうふうに──台湾の政府というの

は、どれだけの人事権があるものかよくわからないもんだから、ちょっとそこらあたりど

んなふうに把握しているのかなと思って。

委員長を前に恐縮ですけれども、よく言われているのが、恐らく政党が堀国際政策課長

変わると、トップのほうが政治色の強い、偏っている方は変わる可能性が、前回の例を見

ると、ないとは言えませんけれども、対日本とか経済政策とか、そこら変のところは、よ

く新聞でも出ていますけれども、現状維持というのを強く主張して民間等に理解が得られ

るようにしているとか、そういう方向もあるので、もちろん、注視していく必要はあるん

ですけれども、個人的にはそう大幅に、極端に体制が変わるとか、行政執行の中で変わっ

ていくことはないんではないかというふうに考えているところなんですけれども。（「変

わらなかったら、選挙する意味ないしね」と言う者あり）。

では、私から一言。志村委員長

政権交代は確かにありまして、これは５月２０日から変わるということでありますけれ

ども、今の馬英九政権、いわゆる国民党政権よりも、民主党政権のほうがより親日に近く



- 19 -

なるというふうに、一言で言えば、そうなると思います。これは、国民党は中国と非常に

連携を強くしたいということが主力だったんですけれども、今度の蔡新総統については、

いわゆる台湾人の台湾の国だと。台湾の国は台湾人だという思いが強い人ですので、より

日本、よりアメリカに近くなると、このような思いだと思います。

この中で特に日本の役割というのは非常に大きいと思うので、安全平和についてはアメ

リカ、経済効率等、あるいは教育・スポーツについては日本、こういうようなことになる

だろうかなというふうに思っておりますので、そういうふうなことでいいのかなというふ

うに思っております。

新しい時代の台湾ができるんじゃないかなと思いますけれども、一遍、１６年前に政権

が２期８年間、民主進歩党に変わったんだけれども、結局、スタートがよかったけれども、

結局、挫折してしまったという結果もあるので、また、挫折はないだろうというふうなこ

とに相なるかなと思いますね。

２８年の台湾でのプロモーション活動の予定を教えていただけませんでしょう衛藤委員

か。

今のところ、予定は、昨年度、補正でやって、かなり、今からではある堀国際政策課長

んですけれども、成果が出つつあるというところですので、２年目も同じようにトップセ

ールスを含めて、全体的に大きくやりたいと思っています。

それ以外に、今言ったように観光を含め、農産物、その他、工業製品等の県産品等含め

て、やっと組織、取引を拡大するきっかけができたところですので、それは各担当ごとに

それぞれ個別に年間を通じてプロモーションとか、いろんな商談会を通じて去年以上には

やっていくような感じで考えてはいます。

先ほどの話の中で、サイクリングとかマラソンが人気があるコンテンツだとい衛藤委員

うお話があったと思うんですけれども、大分でも実際に大会が別大マラソンであったりと

か、やまなみとか、佐伯でもサイクリングやっていますよね。そういう、もう既にやられ

たら済みません、大会も基本的にはＰＲして、参加するというのも１つの方法かと思いま

すし、そういった点も進めていっていただければと要望でお願いします。

おっしゃるとおりでございまして、既にその情報を提供して、細川観光・地域振興課長

大会本部に出れるのがあるかと、ある程度大きくないとキャパの問題とかありますので、

そこの情報を流して、これはもう九州観光推進機構もマラソンを推進していますので、一

緒になって情報提供をすることにしております。

それと、台湾プロモーションで１１月にやったんですが、その前の９月ぐらいからメデ

ィアにも出してきております。来年度は、観光としては、観光アドバイザーを設置し、商

談会やプロモーションを引き続きやっていくことにさせていただいておりますし、また、

ブロガーを招請して、大分の実情をＳＮＳを使って広報していこうと考えております。

実際、９月以降、積極的にやった結果、１０月、１１月、１２月と１５０％を超えるよ

うな状況になってきておりますので、少し上り調子になっていっているので、これを何と

か維持していきたいというふうに考えております。

以上でございます。

今、スポーツツーリズムとよく言われているんですけど、大分はたしかまだス衛藤委員

ポーツツーリズム協会はなかったと思うんですよね。こういった点も含めて、そういった
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協会の設立なんかもある程度コミットしていただきながら進めていただければと思う次第

です。よろしくお願いします。

要望でよろしいですか。（「はい」と言う者あり）志村委員長

私から１つ、今回、２月１８日、１９日、２０日と、委員会としては台湾にまいります

が、この主たる目的は、修学旅行の海外旅行を促進しようということで、まず、向こうか

ら来てもらうということで、水面下の投げかけをしたところ、まず、１校、高雄市の瑞祥

高校が決まったんです。きのうメールが入りまして、あと４校、全部で５校来ることが来

年度内定しました。そこで、そこの高校に行って、高雄市の議会、教育長、市長等もお話

をし、促進を図ろうとしておりますけれども、ちょうど、日本の文部科学省の海外教育局

の本部が台中なんです。そこにも行くようにセットをしました。

それから、もう１点は、県立美術館がおかげさまでできたので、国立故宮博物院の院長

にお会いして、親書をお渡ししようという手はずは一応しております。国立故宮博物院も

嘉義市に南院という別館ができて、そこでゆっくり見れる。今、本館のほうは、中国の方

がいっぱいなもんですから、これはうるさくて見れないものだから、そういうのをつくっ

たということなので、台中、台南、高雄、大変これからも注目されるだろうと思っており

ます。

そういう思いで行きますので、またひとつアドバイスがありましたら、お寄せください。

委員会としてまいりますので、よろしくお願いします。

それでは、以上で企画振興部関係、農林水産部もありがとうございました。終わりにし

たいと思います。ありがとうございました。

〔企画振興部、農林水産部退室〕

次回の委員会は先ほど決定いただきましたスケジュールに従いまして、２月志村委員長

２９日（月）に開催いたしたいと思います。委員の皆さまにおかれましては、日程確保を

お願いします。時間は、決まり次第通知いたします。本日は、お疲れさまでした。


